体験記－イギリスでの一年間－ by 三隅 良平
体験記ー イギリスでの一 年間一
大気水循環研究室 三 隅 良 平



















セルフサー ビスで紅茶 （またはコー ヒ






































ングフォー ド市では年に1 回ボー トレ
ー スが行われています。川には中世に
造られた石橋がかかっていて、驚くべ
きことに現在でもその石橋が交通に使
われています。中世に造られた橋です
から、馬車の適る幅しかなく、 自動車
は片1則通行となって交適渋滞の原因に
なっているのですが、イギリス人は誰
も不平を言いません。このように古い
ものを大事にし、不便を楽しむのがイ
ギリス式 「風流」のようです。日本で
あればそんな不便な橋はどこかへ移設
して、交適の便の良い近代的な橋を造
リ直すだろうと思いますが•• •。
このように戸惑うことばかリのイギ
リ スでの研究生活でしたが、 親切な同
僚に恵まれて大過なく1年を過ごすこ
とができました。「雲・降雨流出連結
モデル」による洪水予測実験では、ま
ずまずの結果を得ると同時に、モデル
の改良すべき点を8月らかにすることが
できました。イギリス留学で得た経験
を今後の研究活動に活かし、自然災害
の軽減に寄与すべく努力していこうと
考えています。
（問い合わせ先 ：大気水循環研究室
三隅良平）
